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啓北小学校ＣＳ協議会の取組みをご紹介します

帯広市では、社会総掛かりで子どもの学びと育ちを支える仕組みづくりを進めています。コミュニティ・スクール
（ＣＳ）は、学校・家庭・地域が目標を共有して、ともに子どもを育んでいく取組みです。

啓北小学校では、5月12日に本年度1回目の会

議を開催し、委員長には地域ネットワーク委員会

委員長の樋渡委員、副委員長にはPTA会長の武田

委員を選出しました。

会議では、まず最初に新井教頭から説明のあっ

た学校運営の基本方針について承認し、その後は、

「コロナ禍における、地域と学校、子どもたちと

の係わり」をテーマに、課題や今後の取組みにつ

いて話し合いました。

出席した委員はそれ

ぞれ所属しているボラ

ンティア団体や組織が

あり、話し合いでは、

昨年度、購入した学校

図書の冊数が多かった

ため、本にカバーをか

ける作業が図書ボランティアだけでは大変だった

ということがありました。

他の委員からは、「声をかけてもらえればカ

バーかけに参加したよ」との声があり、ボラン

ティア団体同士の連携の大切さを実感しました。

また、ボランティア

を募集する時に、仕事

をしている家庭に時間

帯を合わせるなどの工

夫についても意見が出

されるなど、今後の活

動に繋がる意見が多く

出されました。

初めて顔を合わせる委員もいるため、ボラン

ティア団体同士の連携を深める観点からも、コ

ミュニティ・スクールの会議を有効に活用してい

きたいと考えています。

啓北小学校ＣＳ協議会委員 吉田 尚穂美

清川小学校と清川中学校は、令和2年10月に合

同で「清川中学校区コミュニティ・スクール協議

会」を設立しました。

１回目の会議では、小学校、中学校それぞれの

学校経営方針を承認いただいた後、意見交換を行

い、「清川の子どもは清川で育てるという思いを

地域で共有することが大切」などの意見が出され

ました。

２回目の会議は、令

和3年3月に開催しまし

た。学校評価について

の説明及び質疑応答か

ら始まり、「これから

清川地区で育てたい子

ども像について」をテ

ーマにワークショップ形式で熟議を行いました。

熟議では、清川の子どもたちの良いところは

「素直・真面目・挨拶ができる」など、課題は

「同じメンバーであることから、勉強に対しての

危機感や競争意識が低いこと」など、また、子ど

もたちに身につけさせたい力は「好奇心・発信力

（発言力）・自立する力」であること、などが話

し合われました。

地域と協働した取

組みとして、毎年、

青連協主催の「愛す

キャンドル」に参加

しています。これは、

地域の交流を目的に、

保護者やボランティ

アの協力により行わ

れているもので、昨年度は新型コロナウイルスの

影響により、規模を縮小して開催されましたが、

アイスキャンドルや氷像の作成、氷のお面の展示、

夜の点火式などが行れました。

今後も、雪や寒さなど、身近にある様々な資源

を活かし、地域とともに子どもたちの豊かな学び

に繋がる取組みを進めて行きます。

清川小学校 校長 平野 司

清川中学校区ＣＳ協議会の取組みをご紹介します

ワークショップの様子

会議の様子

図書の読み聞かせの様子

点火式の様子

裏面に教育委員会からのお知らせを
掲載しています



あとがき

小学校では昨年度より、中学校では本年度より新学習指導要領に基づく教育が始まっています(高校は来年度より)。

学習指導要領がなぜ新しくなったのかご存じでしょうか。その理由は、国の諮問機関である中央教育審議会が平成28年12月
に提出した答申に詳しく書かれています。

新学習指導要領が目指す、子どもたちに身に付けてほしい力とは何か、このことは、
帯広市コミュニティ・スクール通信vol.3の「あとがき」にも繋がります。
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帯広市では、これまでに市内12の小中学校で、コミュニティ・スクールを導入しています。令和3年10月

からは、さらに17校で導入する予定です。

令和元年10月導入済み（8校5協議会）

○緑丘小学校 ○啓北小学校
○つつじが丘小学校
○大空中学校・大空小学校
○第七中学校・大正小学校・愛国小学校

令和3年10月導入予定（17校16協議会）
〇帯広小学校 ○西小学校 ○明星小学校
○北栄小学校 ○東小学校 ○啓西小学校
○豊成小学校 ○若葉小学校 ○花園小学校
○開西小学校 〇第一中学校 ○第二中学校
〇第五中学校 〇翔陽中学校 〇帯広南商業高校
○川西中学校・川西小学校

令和4年10月導入予定（12校12協議会）

〇柏小学校 ○光南小学校 ○稲田小学校
○栄小学校 ○広陽小学校 ○明和小学校
○森の里小学校 ○第四中学校 ○第八中学校
〇南町中学校 〇西陵中学校 〇緑園中学校

令和2年10月導入済み（4校2協議会）

○清川中学校・清川小学校
○八千代中学校・広野小学校

コミュニティ・スクール導入校が拡大します

「こども学校応援地域交付金」募集のお知らせ

こども学校応援地域交付金の申請を受け付けています！
「他の団体や学校と連携した新たな活動をしてみたい」「これまで行ってきたイベントをもっと多くの団

体と連携して取組みたい」など、子どもに関わる活動を行っているボランティア団体同士の連携した取組み

をより充実させるため「こども学校応援地域基金」を活用した支援を行っています。

答申の内容はこちら

※交付金活用例

お申込み・お問合せ先

〒080-8670 帯広市西5条南7丁目1番地 帯広市教育委員会 学校地域連携課（担当：黒木）

TEL：0155-65-4162 Email：school_cooperation@city.obihiro.hokkaido.jp

申請書類の様式はこちら

クリーン作戦（緑丘小学校区）

ウォークラリー（啓北小学校区）

秋の町内清掃（大空中学校区）

（担当：清水）


